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論点No.136

重大事故対策 －使用済燃料プールの重大事故対策における柔軟性や余裕－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第21回ワーキング
（2022.7.29）で議論

使用済燃料プールの水が漏えいする事故
を想定した対策の有効性評価においては、
準備に時間を要する可搬型ポンプを用い
た評価を行っているが、実際にはより短
時間で準備可能な常設のポンプも確保し
ているなど、実際の対策には、評価条件
以上に柔軟性や余裕があることを確認。

使用済燃料プールは原子炉のように圧力
容器などに守られていないことから、
事故対策は、万全を期して柔軟性を持た
せるとともに、十分な余裕を見込むべき。
事故対策の柔軟性や余裕はどの程度考慮
されているのか。

○使用済燃料プールの重大事故等対策における
有効性評価の保守性及び対策の冗長性

使用済燃料プールの重大事故対策に係るタイムチャート

• 使用済燃料プールの重大事故対策の有効性評価
では、配管の破断によりプール水が漏えいし、
さらに冷却機能が喪失し、プール水が沸騰して
水位の低下が継続することを想定

• 有効性評価では、可搬型代替注水中型ポンプ
を用いて事象発生後８時間で注水することと
しているが、実際には常設低圧代替注水系
ポンプにより１時間以内に注水が可能

• 可搬型代替注水中型ポンプによる注水につい
ても、想定では８時間としているが、実際に
は約6.5時間で注水が可能であることを訓練等
で確認している。

• 可搬型代替注水中型ポンプは予備が複数あ
るほか、可搬型代替注水大型ポンプも使用
可能であり、柔軟に対応可能

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html


使用済燃料プールの重大事故対策に係るタイムチャート（拡大）
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